
 

 

 

 

 

 

 

「当たり前」のことは「有り難い」  校長 吉田 由紀恵 

  桜満開のなか始まった新年度も一ヵ月が過ぎました。新入生もそうだと思いますが、私のように今
年度、本校に着任した者たちにとっても、毎日、知らない新しいことが始まる怒涛の日々に巻きもま
れているうちに 4 月が終わってしまった感じです。 

この時期に行われる離任式は、お別れをしてきた学校へ

の最後のあいさつの機会で、ちょっと一息ついて、昔のこ
とを振り返ることができます。今回も 11 人の先生方が思
い出や言い足りなかった思いと感謝を語ってくれました。
先生方が口々に言っていたのは、「東中を去ってから、東中
生の素晴らしさをつくづく感じる。」という言葉でした。ず
っと同じ場所にいると当たり前になってしまっていて、有
り難さを感じていなかった。当たり前には気づきにくかっ
たので、離任式で改めて、「東中に感謝したい。」とみなさん
が言っていました。その場を離れて、はじめて「当たり前だ
ったこと」が実に「ありがたい（有り難い）」ことだったこ

とに気づくことは多いものです。家德前校長先生もコロナ禍を経験して、普通にみんなと過ごせる何
気ない学校生活の有難さを痛感したとおっしゃいました。 

さて、視点を桶川東中から日本、世界へと広い地域に移してみると、今日も戦争や飢餓で生活はお
ろか生命を脅かされている人たちがいます。アジア支援機構代表理事である池間哲朗さんは著書「あ
なたの夢は何ですか？」のなかでこう語ります。カメラマンとして訪れたアジアの貧しい地域で、そ
こに暮らす１０歳ぐらいの女の子に「あなたの夢は何ですか？」と尋ねたそうです。するとその女の
子は「私の夢は、大人になるまで生きることです。」と答えたと言います。予想していなかった 心に

突き刺さるような言葉です。その女の子は病気が治療できない
と言うことではないのです。大人になれずに亡くなっていく子
どもがたくさんいる、そんな過酷な環境の中で生活している
子だったのです。学校にはもちろん行けずにいましたが、生
き延びるために、今日一日を精一杯生きている子です。この
子の言葉は、日本で暮らす私たちの「当たり前」を根底から

ひっくり返すようなものです。著者の池間さんは、この言葉
を聞いて人生が変わるほどの衝撃を受けたと書いています。
そして、今までの自分の生き方 を振り返り、涙が止まらなか
ったそうです。そして、今日一日を真剣に、精一杯 生きてい
く決意をしたそうです。不平不満を言うよりも、当たり前の
ことに感謝して、今日一日を精一杯生きなければいけない。
同じことでも「これしかない」と不平を言うか、「これだけで
もある」と感謝するか、考え方で生活も変わります。ご飯が
食べられること、勉強ができること、仲間がいること、帰る
家があること、家族がいること。こうしたことのどれもが、
当たり前のことではありません。「当たり前のこと」に「感謝
の気持ち」をもって、「有り難い」ことに気づき、感謝する気

持ちを表す「ありがとう」という言葉を大切に過ごしていき
たいですね。 

 

 

 

 

☆★令和７年度★☆ 
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 部活動名 
部 員 数 

１年 ２年 ３年 全体 

運 

 

 

動 

野 球 ６ ６ ９ ２１ 

サッカー １０ ０ １０ ２０ 

ソフトボール ６ ６ ９ ２１ 

陸 上 １１ １４ １２ ３７ 

男子ソフトテニス １３ ８ １３ ３４ 

女子ソフトテニス １２ ７ １２ ３１ 

剣 道（男女） ９ １１ ８ ２８ 

男子バスケット １３ ４ ９ ２６ 

女子バスケット ７ １０ ２ １９ 

バレーボール ７ ９ ６ ２２ 

男子卓球 ６ １３ ８ ２７ 

女子卓球 １３ ９ ８ ３０ 

文

化 

吹奏楽 １９ １７ ２１ ５７ 

芸 術 １３ １７ ４ ３４ 

 

令和 7年 4月 25日現在 部活動加入状況 



 

4 月 10 日（木）新入生を迎える会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桶川東中学校についての学校生活全校オリエンテー

ションが行われました。主な説明は、学校生活の決まり、

授業の受け方、家庭学習の取り組み方、テストの受け方、

そして給食の時間についてでした。さらに 1 年生に向け

て２・３年生から各部活動の活動内容についての紹介が

ありました。サッカー部やバスケットボール部などの実

際のプレーや、吹奏楽部の演奏なども披露されました。

また、くす玉によるメッセージもあり、1 年生にとって

思い出に残る会となりました。2，3 年生は、先輩として

落ち着きある模範的な態度でした。今回の説明の内容を

活かして充実した一年にしていきましょう。 

 

4 月 26 日（金）離任式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年度までお世話になった先生方にご来校いただき、

離任式を行いました。離任された先生一人ひとりに代表

生徒が、感謝の言葉と花束を贈呈しました。先生方から

は皆さんのさらなる活躍を期待する言葉がたくさん聞

くことができました。生徒全員が今までの感謝の気持ち

を伝えることができ、素晴らしい離任式になりました。

離任式後も先生方の周りに生徒が集まり、次々に感謝の

言葉を伝えていました。 

 

 

 

5 月の行事等 

1 日（木） 専門委員会 

2 日（金） 新体力テスト②③④（雨天水曜授業） 

体育祭放課後練習 

7 日（水） 新体力テスト予備日 

体育祭係会議 

8 日（木） 埼玉県学力・学習状況調査 

⑤⑥体育祭全体練習 

9 日（金） ①②３年生学年練習 

③④１年生学年練習 

⑥学級討議 体育祭放課後練習 

12 日（月） ３年生プール時間割開始 

３年生プール １年生耳鼻科検診 

体育祭放課後練習 

13 日（火） ⑤⑥２年生学年練習 

体育祭放課後練習 

14 日（水） 中間テスト前部活動停止（～５月２０日） 

通信陸上班大会 

15 日（木） 通信陸上班大会 

16 日（金） 金①②③④⑤ 

２年生・マロニエ耳鼻科検診 

19 日（月） 通信陸上班大会予備日 

20 日（火） 火①②③④⑤ １年生心臓検診 

学校運営協議会 

21 日（水） 中間テスト 

22 日（木） ⑤⑥全体練習 

23 日（金） ①②３年生学年練習 

③④１年生学年練習 

体育祭放課後練習 

26 日（月） 専門委員会 体育祭係別会議 

27 日（火） ①～④体育祭予行（雨天：木①～④） 

28 日（水） ①②２年生学年練習 

体育祭放課後練習 

29 日（木） ①～④体育祭予行予備日 

体育祭放課後練習予備日 

30 日（金） ⑤⑥体育祭事前準備 

31 日（土） 第５５回体育祭（雨天：火曜日課） 

2 日（月） 体育祭振替休業日 

5 月となり、気温が上がり始めています。また、体育

祭を控え、体育祭練習が計画されています。水分補給用

に、毎日の水筒の用意（水、茶またはスポーツドリンク）

をお願いいたします。 


